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まえがき  

 

 

 本報告書は、日本貿易振興機構アジア経済研究所における 2007 年度研究

会「移住と『帰郷』―離散民族と故地」の中間報告である。この研究会で

は、中央アジア・コーカサス地域研究およびソ連史の専門家が集い、「離散民

族」をひとつのキーワードとして、民族の故地への「帰還」運動および国家

と在外同胞との関係を、様々な視点から考察してきた。 

 本書の構成は以下のとおりである。まず第 1 章（岡奈津子）は、カザフス

タンに「帰郷」するカザフ人移民を扱う。ソ連時代に基幹民族たるカザフ人

が少数派に転落していたカザフスタンでは、1991 年の独立後、政府がこの民

族バランスを「是正」し、ソビエト政権の負の遺産を克服すべく、在外カザ

フ人の呼び寄せ政策を実施してきた。これに応えて周辺諸国から「祖国」を

目指すカザフ人の移住は、まさに現在進行形の現象である。 

 続く第 2 章（半谷史郎）は、同じくカザフスタンを舞台としつつも、そこ

に安住の地を見いだせずドイツに「戻って」いく人々に焦点をあてる。独ソ

戦勃発後に強制移住によってカザフスタンに連れてこられたドイツ人は、「よ

そ者」であっただけでなく「敵性民族」のレッテルにも苦しめられた。その

彼らに自治領を与えようという計画は、カザフ人の抗議行動によって頓挫す

る。ここで詳細に分析されている「ツェリノグラード事件」（1979 年）の背

景にあるのは、この時代にカザフ人のあいだで高まりつつあった「自分の」

共和国の領域に対する権利意識であり、その意味で第 2 章は第 1 章とコイン

の表裏をなしているといえよう。 

 第 3 章（吉村貴之）は、ユダヤ人とならんで「ディアスポラ」の代名詞と

される民族、アルメニア人をとりあげている。アルメニアはまた、ナゴルノ・

カラバフの領有権をめぐるアゼルバイジャンとの紛争でも知られる。この章

では、「帰国」したアルメニア人が本国におけるナショナリズムの高揚にどの
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ような影響を及ぼしたのか、また紛争で疲弊したアルメニアの国家建設にお

いて、独立後の政権が在外同胞をいかに利用あるいは排除したのかが示され

ている。 

 本研究会ではこの中間報告を基に、最終報告（2009 年度発表予定）に向け

てさらに議論を重ねていきたいと考えている。関係諸氏のご指導・ご批判を

仰ぐことができれば幸いである。 

 

  2008 年 3 月 

編 者  
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